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(57)【要約】
【課題】内視鏡手術における縫合を容易に行うことがで
きる縫合糸を提供する。
【解決手段】内視鏡手術用の縫合糸１は、一端から所定
の長さにわたる第１の部分１ａと、第１の部分１ａを除
いた第２の部分１ｂと、から構成され、第１の部分１ａ
と第２の部分１ｂとは、互いに色が異なる。また、第２
の部分１ｂには、目盛りＭが縫合糸１の長手方向に沿っ
て形成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡手術用の縫合糸であって、
　一端から所定の長さにわたる第１の部分と、
　前記第１の部分を除いた第２の部分と、から構成され、
　前記第１の部分と前記第２の部分とは、互いに色が異なることを特徴とする縫合糸。
【請求項２】
　前記第２の部分には、目盛りが形成されていることを特徴とする請求項１に記載の縫合
糸。
【請求項３】
　前記所定の長さが１０ｃｍであり、
　前記目盛りは、前記縫合糸の長手方向に沿って１ｃｍの間隔で形成されていることを特
徴とする請求項２に記載の縫合糸。
【請求項４】
　全長が１５ｃｍであることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の縫合糸。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡手術に使用される縫合糸に関する。
【背景技術】
【０００２】
　開腹手術に比べ、内視鏡手術は、患者にとって手術創痛が少なく、術後の早期退院が可
能である等の多大な利点がある。従来より、内視鏡手術用の縫合糸は、１２ｃｍ又は１５
ｃｍのものが使用されることが多い。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　現状では、内視鏡手術の術者は、リールに巻かれた縫合糸を、定規で長さを測ってから
、上記した所望の長さにカットしている。よって、縫合糸を所望の長さにカットするため
に手間がかかるという問題があった。また、現状の内視鏡手術用の縫合糸は、全体の色が
同一であるため、縫合時の結紮に熟練を要するという問題があった。
【０００４】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであって、内視鏡手術における縫合
を容易に行うことができる縫合糸を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る内視鏡手術用の縫合糸は、一端から所定の長さにわたる第１の部分と、前
記第１の部分を除いた第２の部分と、から構成され、前記第１の部分と前記第２の部分と
は、互いに色が異なることを特徴とする。
【０００６】
　このような構成によれば、例えば、第１の部分の長さを、手術時に使用したい所望の長
さとすることにより、第１の部分と第２の部分との境界部分をカットするだけで、縫合糸
を当該所望の長さにカットすることができる。また、所望の長さが、第１の部分の長さと
多少異なる場合であっても、境界部分を目印となるので、縫合糸を所望の長さにカットし
やすくなる。よって、縫合糸を定規で測る手間を省くことができる。また、縫合糸の一端
と他端とで色が異なるため、縫合時の結紮が容易になる。
【０００７】
　また、前記第２の部分には、目盛りが形成されていることが好ましい。
【０００８】
　このような構成によれば、縫合糸として頻繁に使用される長さの位置に目盛りを形成す
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ることにより、目盛りの位置でカットするだけで、縫合糸を頻繁に使用される長さにカッ
トすることができる。
【０００９】
　また、前記所定の長さが１０ｃｍであり、前記目盛りは、前記縫合糸の長手方向に沿っ
て１ｃｍの間隔で形成されていることが好ましい。
【００１０】
　このような構成によれば、１０ｃｍから全長までの１ｃｍ単位で縫合糸を所望の長さに
カットすることができる。例えば、１２ｃｍの縫合糸が適している場合は、第１の部分と
第２の部分との境界から２番目の目盛りの位置で縫合糸をカットするだけでよい。
【００１１】
　また、前記縫合糸は、全長が１５ｃｍであることが好ましい。
【００１２】
　このような構成によれば、内視鏡手術において１５ｃｍの縫合糸が適している場合は、
縫合糸をカットする必要が無い。
【発明の効果】
【００１３】
　以上のように、本発明によれば、内視鏡手術における縫合を容易に行うことができる縫
合糸を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係る内視鏡手術用の縫合糸の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について添付図面を参照して説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の一実施形態に係る内視鏡手術用の縫合糸１の平面図である。縫合糸１
は、本実施形態では全長が１５ｃｍであり、一端に縫合針２が取り付けられる。また、縫
合糸１は、一端から所定の長さにわたる第１の部分１ａと、第１の部分１ａを除いた第２
の部分１ｂと、から構成されている。本実施形態では、第１の部分１ａは、一端から１０
ｃｍの長さの部分とされており、第２の部分１ｂは、残りの５ｃｍの部分とされている。
【００１７】
　さらに、第１の部分１ａと第２の部分１ｂとは、互いに色が異なっている。第１の部分
１ａ及び第２の部分１ｂの具体的な色は特に限定されないが、例えば、第１の部分１ａを
青色に着色し、第２の部分１ｂを緑色に着色することができる。あるいは、第１の部分１
ａと第２の部分１ｂの一方のみを着色することにより、両者の色を異ならせてもよい。
【００１８】
　また、第２の部分１ｂには、目盛りＭが縫合糸１の長手方向に沿って所定の間隔をあけ
て複数形成されている。本実施形態では、４つの目盛りＭが１ｃｍの間隔で形成されてい
る。図１では、目盛りＭは点状に形成されているが、例えば、目盛りＭを、縫合糸１を取
り囲む環状に形成してもよい。
【００１９】
　以上のように、縫合糸１は、互いに色の異なる第１の部分１ａと第２の部分１ｂとから
構成されているため、縫合糸１の一端と他端とで色が異なる。そのため、縫合時の結紮が
容易になる。
【００２０】
　また、縫合糸１は、全長を例えば１５ｃｍとしておくと、内視鏡手術において１５ｃｍ
の縫合糸が適している場合は、縫合糸１をカットする必要が無い。また、第１の部分１ａ
の長さを１０ｃｍとしておき、第２の部分１ｂには、１ｃｍの間隔で目盛りＭを形成して
おくと、１０ｃｍ～１５ｃｍの１ｃｍ単位で縫合糸１を所望の長さにカットすることがで
きる。例えば、１２ｃｍの縫合糸が適している場合は、第１の部分１ａと第２の部分１ｂ
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【００２１】
　このように、本実施形態に係る縫合糸１を用いることにより、内視鏡手術における縫合
を容易に行うことができる。
【００２２】
　本発明は上記の実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変更
が可能である。
【００２３】
　上記の実施形態では、目盛りＭが１ｃｍの間隔で４つ形成されていたが、目盛りＭの個
数および間隔はこれに限定されない。例えば、第１の部分１ａと第２の部分１ｂとの境界
から２ｃｍの部分に、目盛りＭを１つだけ形成してもよい。このような構成であっても、
目盛りＭの位置でカットすることにより、縫合糸１を頻繁に使用される１２ｃｍにカット
することができる。
【００２４】
　また、目盛りＭを必ずしも形成する必要はなく、例えば、第２の部分１ｂを所定の長さ
（例えば１ｃｍ）ごとに色を変えることによっても、目盛りＭを設けるのと同様の効果を
奏することができる。さらに、例えば第１の部分１ａの長さを１２ｃｍ、第２の部分１ｂ
の長さを３ｃｍとすることによっても、第１の部分１ａと第２の部分１ｂとの境界部分を
カットすることにより、縫合糸１の長さを１２ｃｍとすることができる。
【００２５】
　また、上記の実施形態では、縫合糸１の全長は１５ｃｍであったが、本発明はこれに限
定されない。例えば、縫合糸１の全長を１５ｃｍより長くしてもよいし、短くしてもよい
。縫合糸１の全長を１５ｃｍより長くする場合には、第１の部分１ａの長さを１５ｃｍと
してもよい。なお、この場合には、第２の部分１ｂだけでなく、第１の部分１ａにも、第
１の部分１ａ及び第２の部分１ｂの境界部分から目盛りＭを所定の間隔で設けるようにし
てもよい。
【００２６】
　また、第１の部分１ａ及び第２の部分１ｂを着色するための材料が患者に無害であれば
、その着色方法は特に限定されない。さらに、目盛りＭの形成方法に関しても、特に限定
されず、刻印、着色などあらゆる方法を適用できる。
【符号の説明】
【００２７】
　１　　　縫合糸
　１ａ　　第１の部分
　１ｂ　　第２の部分
　２　　　縫合針
　Ｍ　　　目盛り
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